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育児休業 3歳未満の子を養育するために、3歳の誕生日の前日まで休業できる制度

育児時間 小学校就学前の子を養育するために、1日2時間以内で短時間勤務を認める制度

育児短時間勤務制度 小学校就学前の子を養育するために、週の勤務時間を短縮し、希望する日及び時間帯に勤務することを認める制度

早出遅出勤務制度 小学校未就学児の養育や放課後児童クラブ等に通う小学生の送迎、要介護者の介護のため、1日の勤務
時間を変更することなく、始業・終業時刻を変更して勤務することを認める制度

配偶者出産休暇 妻の出産に伴う入退院の付添い等を行うために認められる休暇

男性職員の育児参加のための休暇 妻の産前産後期間中に、男性職員が育児に参加するために認められる休暇

海外勤務にかかる人事上の工夫 夫婦ともに外務省職員の場合、可能な限り１回は、夫婦で同一または近隣の勤務地となるよう配慮

大臣官房人事課　主査 里 見  京 子 Kyoko Satomi

多くの方の理解と協力に支えられ 、
仕事と育児に取り組んでいます 。

仕事と家庭生活両立支援の取り組み

2017年の女性専門職員の育児休業取得率は100％です。

第1子出産
（育児休業9か月取得）

出産前：通勤緩和のための
職 務 専 念 義 務 免 除 制 度、
健康検査及び保健指導のた
めの職務専念義務免除制度
を利用。

出産後：保育時間（子供が1
歳になるまで授乳を理由に
30分時短できる制度）を利
用。育児時間を利用。

結婚、出産、子育て、介護。

皆さんは、将来就きたい仕事

を思い描きながら、将来につ

いて不安を感じているかもし

れません。外交に携わりたいという強い気持ちを持ちながら、ど

こか躊躇しているかもしれません。私も学生の時は将来が不安で

した。しかし、幼い頃から外国に関心があり、外務省での勤務を

長い間希望していたので、この仕事を選びました。

これまで、米国と東京で様々な部署に配属され、幅広い分野の

仕事を担当しました。外務省での仕事はとても面白く、大きなや

り甲斐があります。そして、現在は２歳になる娘を育てながら、

仕事をしています。大変な毎日ですが、娘・夫の頑張りや両家の

支援、職場の上司や同僚、保育園の先生、地域の方々など、多く

の方の理解と協力に支えられて、時には出張・残業し、時には早退・

お休みして、仕事と育児に取り組んでいます。

外務省は、女性・男性を問わず、それぞれの人に応じたライフ・

ワーク・バランスを実現すべく、働きやすさの改善のために色々

な取り組みを行っています。出産・育児に関しても様々な制度が

整っています。私も出産前に遅出制度を活用し、出産後は約1年の

育児休業を取りました。同時に、本省、世界中の在外公館で、子育

てや介護をしながら職務を遂行している職員が沢山います。悩んだ

時に背中を押してくれる人もいます。例えば、出産後に私は通訳業

務に戻るのは到底無理だと思っていましたが、先輩や同僚に背中を

押されて、通訳に復帰し、様々な外交シーンに飛び込んでいます。

ぜひ、皆さんとも助け合いながら、仕事と生活の両立を実現さ

せていきたいと思います。皆さんと外務省で御一緒できることを

楽しみにしています。

WORK-LIFE BALANCE

歴史的転換期のアンゴラで外交に携わる醍醐味
ニコルソンの名著「外交」によれば、外交には「高度の専

門性と政治性が必要」とされています。外務省には四十数

言語の専門家がおり、外務専門職は「言語・地域、または様々

な分野について高度に専門的知識と経験を有する専門家集

団」です。その知識と経験を生かして外交の最前線でダイ

ナミックに活動するのが大使の仕事といえます。

大使としての最も大きな役割は、任国との良好な関係の

構築です。そのため、任国の閣僚をはじめ、政・官・財界

の要人や有識者と頻繁に会い、ネットワークを構築しなが

ら情報を収集・分析し、日本とその国との関係がどうある

べきかについての方向性を定めます。

私がアンゴラに着任して間もなく、5年に一度の総選挙

が行われました。石油価格が下落し経済が低迷する中、

38年ぶりに大統領が交替するとあって「アンゴラが今後ど

うなるのか」と日本でも関心を呼びました。そうした歴史

的に大きな転換期での大使館の外交活動は、正に日本の外

交政策決定に直結する躍動感のあるものです。

任国との良好な関係を構築するには、日本を正しく理解

してもらうことが不可欠です。そのため、大使の重要な外

交活動の一つは、様々な機会を捉え、任国のメディアやイ

ンタビュー、SNSなどを通じて効果的に日本の政策や日本

の貢献（ODAや民間企業の協力）を発信することです。

また、最近は世界的に日本食ブームであり、大使公邸

と公邸料理人をフルに活用して任国関係者に日本食や日本

産酒を紹介しつつ、情報の収集や人脈の構築を行うことも

重要かつ効果的な仕事になってきています。レストランの

シェフへの正しい日本食の指導などにより、アンゴラでの

日本食ブームがさらに高まることが期待されます。

多様化する外交と求められる専門性
ポルトガルはかつて7つの海を制覇していました。その

ため、ポルトガル語圏は欧州、アジア、アフリカ、中南米

と世界中に跨っており、歴史的・文化的影響が今でも各地

に少なからず残っています（日本にも「パン」「屏風」「かる

た」などポルトガル語を語源とする単語が多くあります）。

それらの国々の中で、今ではグローバルプレイヤーと

なったブラジルには、世界最大の日系社会があり、日本と

の間に深い絆があります（私もブラジルに3回計12年勤務

しました）。また、最後の市場と言われているアフリカと

日本の関係もTICAD（東京アフリカ開発会議）を中心に急

速に強化されています。現在外務省には、ポルトガル語圏

および国連等マルチ外交などの場で活躍しているポルトガ

ル語の専門家が60人以上いますが、ポルトガル語圏地域

の専門家のニーズと役割はかつてないほど高まっています。

今日では、外交官のみならず、市民社会を含め多くの人

たちが様々な形で外交に携わっています。しかし、外交は

しばしば「高度な専門性」を必要とします。その担い手の中

心となるのは外交のプロであり、その役割は今後増えるこ

とはあっても減ることはありません。そのため、外務専門

職への期待と役割が急速に高まっています。

将来、皆さんが外交の最前線で、日本の外交政策決定に

直接つながる外交活動をダイナミックに行われることを確

信しています。

外交の担い手が

ますます多様化する今日 、

外務専門職への期待と

その役割が急速に高まっている。

M E S S A G E

1980年	 外務省入省

1995年	 在ブラジル日本国大使館
	 一等書記官

1999年	 大臣官房国際報道課
	 課長補佐

2001年	 総合外交政策局総務課
	 課長補佐

2003年	 中南米局中南米第一課
	 課長補佐

2007年	 在ブラジル日本国大使館
	 参事官

2010年	 在シカゴ日本国総領事館首席領事
	 首席領事

2013年	 大臣官房人事課
	 企画官

2015年	 大臣官房人事課
	 調査官

2016年	 駐アンゴラ日本大使

在アンゴラ日本国大使館　特命全権大使

澤 田  洋 典 Hironori Sawada

Career

入省2005年

在外研修（アメリカ）
ワシントンDCの ジョージ
タウン大学院修士課程で
学ぶ 。

2006年

総合外交政策局
安全保障政策課
事務官
防衛省による能力構築支
援実施に向けた調整等を
担当。

2011年

内閣官房副長官補付 
内閣事務官
安全保障戦略の策定等を
担当。

2013年

国際連合日本政府
代表部
政務部では安全保障理事
会、経済部では経済社会
理事会の議題を担当。通
訳業務を始める。

2008年

中東アフリカ局
アフリカ部アフリカ第二課
事務官
育事休業を挟み、TICAD
Ⅵを担当。

2014年

大臣官房人事課
事務官（後に主査）

（休憩時間の特例措置を
利用）
通訳育成、通訳業務、リ
クルート等を担当。

2016年

結 婚

出産 2015年

本省

マヌエル・ アウグスト アンゴラ外務大臣と


